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光磁気記録を応用したロータリエンコーダの開発
- MSPの改良とDDMSPの提案 -
　角度検出器であるロータリエンコーダは，ロボットや情報機器，NC工作機械，各
種精密測定機などメカトロニクスシステムにおいて広く利用されている．近年，
ロータリエンコーダへの高精度，高速応答，高分解能という要求は高まるばかりで
ある．
　本研究では，これらの要求を実現するため，光磁気記録方式を応用したロータリ
エンコーダ(以後，MOエンコーダ)を開発し，これまでに，最大目盛本数18000p/r，
応答周波数400kHz，累積誤差誤差約2.4″(目盛本数2250p/r)のMOエンコーダを実
現した．また，誤差の系統的な成分を軽減する補正転写記録をもちいることによっ
て，累積誤差を目盛本数2250p/rで約2.4″から約1.4″，目盛本数9000p/rで約
2.5″から約1.7″に軽減することに成功した．
　現在，MOエンコーダをより高度化する方針としては，精度と分解能の向上や角度
測定のアブソリュート化を考えている．
　精度向上のためには，同一トラック上の複数の目盛を同時に再生し，再生信号を
加算平均化することにより誤差のランダム成分を軽減させるマルチスポットピック
アップ(以後，MSP)を提案し研究を進めている．また，分解能の向上及びアブソ
リュート化を行うためには，目盛パターンを工夫した複数のトラックを複数のス
ポットで並列に同時再生するマルチトラックピックアップ(以後，MTP)を提案した．
　本論文では，試作したMSPの改良を行うと共に，従来のMSPよりも高性能で，一
部の光学素子の方向を調整することによって，MSPとしてもMTPとしても使用でき
るデュアルディレクションマルチスポットピックアップ(以後，DDMSP)を提案し，
DDMSPの仕様の決定や光学系シミュレータを用いた光学系の設計を行い，以下の結
果を得た．
・光学系と信号再生のための回路を改良した改良型MSPを用いて，MSPを設計した
ときの目標仕様の通りに，同時に9個の目盛を再生することに成功した．また，
再生信号のS/N比についても，従来のMSPに比べて大幅な向上を実現した．
・DDMSPを実現するための仕様の決定を行い，MSPとして使用する場合とMTPとし
て使用する場合に，相互の機能を切り替える方法を考案した．
・光学系シミュレータを用いてDDMSP光学系の詳細設計をおこない，DDMSP光学系
がMTP光学系よりも優れていることを確認した．
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